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国際交流　IN　HARIMA　2018
播磨町国際交流協会 ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 3 5 6

　５月13日、中央公民館で国際交流パーティーを開催
しました。
　朝から播磨南高等学校や協会のボランティアが大
勢集まり、会場設営や料理、着物の着付けやお茶席、文
化紹介、受付などの準備が行われました。昼からのパ
ーティーには、14カ国
の在住外国人47人を
含 む 約200人 が 参 加
し、パワーポイントに
よる自国紹介、歌や楽
器演奏、ジャンケンゲ
ームなどで交流しま
した。
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（パパ、ママより）

※撮影時の年齢です。

第50回播磨町消防団小型ポンプ操法大会
危機管理グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 9 9 1

　４月15日役場駐車場で小型ポンプ操法大会を開催
しました。３月18日のポンプ操法講習会から練習を
重ねてきた町内の10分団が、そろってこの大会に臨
みました。
　また、女性分団による軽可搬ポンプ操法のデモン
ストレーションも行われました。
　優勝及び準優
勝の分団は、県
大会出場を目指
して６月３日に
三木市で開催さ
れる東播磨地区
消防操法大会に
出場します。小
型ポンプ操法の
結果は次のとお
りです。
　　　優　勝　　　野添分団
　　　準優勝　　　古宮分団
　　　操作員別優勝
　　　　指揮者　　野添分団　髙須賀　仁
　　　　一番員　　古田東分団　三好康太　　　　
　　　　二番員　　古宮分団　𠮷谷直樹　　　
　　　　三番員　　駅西分団　小嶋一範

交通安全街頭啓発を行いました
危機管理グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 9 9 1

　４月13日の午前７時30分から、春の全国交通安全
運動の一環として、JR 土山駅で通勤・通学者に「交通
安全に協力してください」と街頭啓発活動を行いまし
た。
　加古川警察署員、交通安全協会の方々にご協力いた
だき、多くの人に交通安全を呼びかけました。

第3回はりま風薫るフェスタが催されました
生涯学習グループ ☎ 0 7 9（ 4 3 5 ）0 5 6 5

　４月28日に大中遺跡公園、野添であい公園、野添北公園
を会場として開催されました。
　「風薫る」の名にふさわしい好天の中、音楽や演舞などの
ステージで盛り上がりながら、模擬店グルメを楽しむ人、家
族でスポーツ体験をする人、健康チェックを受ける人など、
約 1 万 3 千人の来場者でにぎわいました。

　役場の前の花壇には春の草花が色とりどり
に咲いています。今年から「花と緑の協会」の
方々に花の手入れをお世話いただくことにな
りました。きれいなお花を見ると、ちょっとう
れしくて幸せになった気がしますね。
◆4月28日「はりま風薫るフェスタ」を開催し
ました。大中遺跡、であい公園、野添北公園に
は、健康、スポーツ、福祉関連のブースやフー
ドコーナーが設置され、終日多くの来場者で賑
わいました。午前と午後には北公園で花の苗
1000人分を配布しましたが、配布時間開始ま
でに、今年も長時間並んでいただきありがとう
ございました。ご家庭で大切に育ててください
ね。早朝より喜瀬川沿いを歩いたグリーン
ウォーキング、葉桜の下で一服の野点席、迷路
なども人気だった子育て広場、博物館講堂で
行った体成分測定、車いすに乗っての福祉体験
やステージ上での演技など、好天に恵まれ、多
くの人々が、新緑と風薫る春のイベントを楽し
みました。来年もご参加お待ちしています。
◆「播磨町まちあるきマップ」野添編を届けて
いただきました。明石工業高等専門学校などの
ご協力のもと、「ヘリテージ加古」が発行してい
ます。私も生まれた時から長年住んでいる地域
なので、ある程度は知っているつもりだったの
ですが、街角の文化遺産には、私たちの知らな
い歴史や「言われ」があったりして、大変参考
になりました。手の平に入ってしまいそうな小
さなサイズの冊子ですが、片手にまち歩きをし
てみるのも楽しいかもしれません。かなり変貌
を遂げてきた播磨町ですが、人々の記憶から消
え去らないうちに、次の世代に伝えておきたい
こともたくさんありますね。少し先のことです
が、町制施行60周年を目指して、播磨町の「町
史」編纂にも取り掛かっていきたいと思ってい
ます。
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▲通勤途中の人に声を掛けて交通安全の啓発をしました

▲優勝した野添分団

▲在住外国人の自国紹介
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